


Chushokigyo-chiba

中央会の主な事業活動予定（12月）
平成23年11月21日現在

月日 曜日 内　　容 担当部署
■ 中小企業連携組織対策事業

12/ 5 月 組合等新分野開拓支援事業
対象：千葉県税理士（協） 商業連携支援部

12/ 6 火 連携組織活性化研究会
対象：九十九里町商店街（協） 商業連携支援部

12/ 7 水 連携組織活性化研究会
対象：八街駅南口商店街（振興） 商業連携支援部

12/ 7 水 連携組織活性化研究会
対象：千葉県自転車軽自動車商（協） 商業連携支援部

12/ 9 金 連携組織活性化研究会（異業種）
対象：流山商工会議所工業部会 工業連携支援部

12/ 9 金 連携組織活性化研究会（異業種）
対象：白井市商工会工業部会 工業連携支援部

12/15 木 連携組織活性化研究会
対象：流山工業団地（協） 工業連携支援部

12/21 水 連携組織活性化研究会
対象：（協）シー・ソフトウェア 商業連携支援部

■ 組合等基盤強化事業

12/22 木 地域組合等活動支援事業
海匝銚子地域組合懇談会 工業連携支援部

■ 全国中小企業団体中央会補助事業

12/ 7 水 組合等情報ネットワークシステム等開発事業
実施団体：千葉県測量設計補償（協） 工業連携支援部

12/14 水 業種別　下請代金法・下請ガイドライン説明会
実施団体：（協）千葉電設協会 工業連携支援部

■ 団体支援事業

12/ 2 金
千葉県中小企業団体事務局責任者協会　視察研修 工業連携支援部

千葉県中小企業組合士会　視察研修 経営支援部

12/ 5 月 千葉県異業種交流融合化協議会　広域交流会 工業連携支援部

12/12 月 千葉県商店街振興組合連合会　広域連携事業
対象：茂原榎町商店街振興組合 商業連携支援部

12/13 火 千葉県鮮魚商協同組合連合会　理事会 商業連携支援部

12/19 月 千葉県商店街連合会　商業機能強化事業
対象：市川市商店会連合会 商業連携支援部

■ その他

12/ 4 日 中小企業組合検定試験
試験会場：全国中小企業団体中央会 経営支援部
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自
動
車
業
界
は
、
自
動
車
平
均
保
有

年
数
は
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
新
車

販
売
台
数
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
り
、
国

内
自
動
車
保
有
台
数
が
徐
々
に
減
少
、

市
場
が
ゆ
る
や
か
に
縮
小
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
安
全
性
向
上
等
に

よ
る
事
故
の
減
少
、
趣
味
・
ス
テ
ー
タ

ス
か
ら
単
な
る
移
動
手
段
と
い
っ
た
消

費
者
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
自
動
車
整

備
に
対
す
る
需
要
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
次
世
代
自
動
車
や
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
搭
載
車
両

等
の
新
技
術
へ
の
対
応
、
大
気
汚
染
防

止
法
改
正
に
伴
う
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
排
出
抑
制
に
向
け
た
自

主
的
な
取
組
み
等
、
経
営
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
対
応
す
べ
き
課
題
も
山
積
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
組
合
員
企

業
の
規
模
も
様
々
で
あ
り
、
千
葉
県
自

動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
と
し
て
最
適

か
つ
効
果
的
な
支
援
策
が
何
で
あ
る
の

か
見
出
せ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
組
合
事
業
の
方
向

性
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
22
年
度
に
は
連
携
組
織
活
性
化
研

究
会
、
平
成
23
年
度
に
は
新
分
野
開
拓

支
援
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

背
景
と
目
的

　

今
後
の
組
合
事
業
の
方
向
性
を
策
定

す
る
た
め
に
は
、
外
部
お
よ
び
内
部
環

境
を
把
握
し
、
組
合
員
企
業
の
経
営
課

題
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
事
業
で
は
、
環
境
を

把
握
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
。

【
１
】
外
部
環
境
の
把
握

　

ま
ず
は
、
自
動
車
業
界
お
よ
び
自
動

車
整
備
業
界
に
関
す
る
外
部
環
境
の
分

析
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
前
述
の
よ
う
な
環
境
変

化
等
に
伴
い
、
消
費
者
は
自
動
車
そ
の

も
の
に
金
を
か
け
な
く
な
っ
て
お
り
、

鈑
金
・
塗
装
に
つ
い
て
も
よ
り
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
短
期
的
に
は
単
価
は
低
下

す
る
も
の
の
、
自
動
車
平
均
保
有
年
数

の
上
昇
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
等
に

よ
り
、
受
注
数
自
体
は
一
定
規
模
を
確

保
で
き
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
一
方
、

次
世
代
自
動
車
や
Ｉ
Ｔ
Ｓ
搭
載
車
両
が

増
加
し
て
お
り
、
従
来
の
技
術
で
は
、

対
応
で
き
な
い
修
理
や
鈑
金
技
術
を
必

要
と
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
整
備
メ
ー

カ
ー
系
列
以
外
の
鈑
金
事
業
者
で
は
対

応
で
き
な
い
も
の
が
で
て
く
る
こ
と
も

予
測
さ
れ
、
長
期
的
に
は
厳
し
い
環
境

と
な
っ
て
い
る
。

【
２
】
内
部
環
境
の
把
握

　

続
い
て
、
内
部
環
境
把
握
の
た
め
、

組
合
員
企
業
の
経
営
者
を
対
象
と
し
て

 このコーナーでは、共同事業等に意欲的に取り組んでいる県内の組合事例をご紹介します！

補 助 事 業 名 連携組織活性化研究会

対 象 組 合 等

千葉県自動車車体整備協同組合
▼組合データ

理 事 長 鈴木　正一 住　 所 佐倉市宮本字手洗 199
設　 立 昭和 58 年 3 月 業　 種 自動車一般整備業
組 合 員 171 人

テ ー マ 組合員の経営力向上を目指した新たな組合事業の構築について
担 当 部 署 千葉県中小企業団体中央会　工業連携支援部（℡ 043-242-3277）
専 門 家 野々上総合研究所　所長　野々上 寛（中小企業診断士）

事
業
の
活
動
内
容

マクロ環境分析
政治 PRTR制度導入（環境汚染物質排出移動登録）、VOC規制、ETC割引、エコカー減税
経済 BRICSの台頭、欧州経済不安
社会 少子高齢化、モーダルシフトの推進、ライフスタイルの多様化

ミクロ環境分析

市場 総売上高の減少
競合 大手カー用品店、ディーラー、SS
技術 VOC回収技術、塗料技術、クリーンエネルギー車の普及
顧客 保険会社、リース会社、エンドユーザー

水性塗料・無機塗料の普及
光触媒による空気清浄
次世代自動車の普及
高度交通システムの整備
車保有形態の多様化

国内需要の停滞
高効率内燃機関自動車
モーダルシフト
VOC規制

長期的短期的

（図1）外部環境分析と課題
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平
成
22
年
７
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
49
社
か
ら
回
答
が
集
ま
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
組
合
員
企
業
の

事
業
内
容
は
、
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
に
「
鈑
金
・
塗
装
」
を
営
ん
で
お
り
、

「
車
検
・
点
検
整
備
」、「
保
険
代
理
店
」、

「
新
車
・
中
古
車
販
売
」
と
い
っ
た
川

上
事
業
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
事

業
者
が
多
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
47
の
設
問
を
設

定
し
、
設
問
に
対
す
る
回
答
内
容
を
、

①
経
営
戦
略
、
②
営
業
戦
略
、
③
技
術

力
、
④
人
材
育
成
・
風
土
、
⑤
法
令
等

へ
の
対
応
、
⑥
生
産
管
理
、
⑦
Ｉ
Ｔ
の

活
用
状
況
、
⑧
変
革
意
欲
の
８
つ
の
評

価
項
目
で
精
査
・
分
析
し
た
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
で
は
企
業

実
態
が
正
確
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
補
完
目
的
と
し
て
10
社
程
度
の
企

業
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
、
情
報
修
正

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
図
３
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
比
較
的

技
術
面
を
強
み
と
し
て
い
る
事
業
者
が

多
い
。
一
方
で
、
環
境
変
化
へ
の
対
応

力
は
非
常
に
弱
く
、
ま
た
、
経
営
計
画

を
策
定
・
実
行
し
て
い
る
事
業
者
は
極

め
て
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

外
部
お
よ
び
内
部
環
境
の
分
析
の
結

事
業
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

平
成
22
年
度
の
連
携
組
織
活
性
化
研

究
会
で
提
案
し
た
実
施
項
目
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
全
て
を
一
気
に
実
施

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
組
合

事
業
に
つ
い
て
の
ベ
ク
ト
ル
自
体
が
ま

だ
一
致
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
本
事
業
で
の
提
案
を
た
た
き

台
に
千
葉
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組

合
と
組
合
員
企
業
が
議
論
を
深
め
、
方

向
性
を
定
め
た
う
え
で
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
次
の
２
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

① 

近
視
眼
的
な
も
の
の
み
に
注
力
せ

ず
、
長
期
的
な
業
界
展
望
に
対
応
し

た
事
業
も
提
供
す
る
こ
と

② 

現
在
、
千
葉
県
自
動
車
車
体
整
備
協

同
組
合
が
掲
げ
る
千
車
協
ブ
ラ
ン
ド

と
い
う
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
必
要

な
項
目
を
優
先
し
て
実
行
す
る
こ
と

　

本
事
業
が
、
組
合
員
企
業
の
意
識
改

革
に
寄
与
し
、
組
合
事
業
が
組
合
員
企

業
の
経
営
力
向
上
に
貢
献
で
き
る
も
の

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

野
々
上　

寛
）

果
を
踏
ま
え
、
千
葉
県
自
動
車
車
体
整

備
協
同
組
合
が
長
期
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、

【
１
】
経
営
変
革
意
欲
を
高
め
る
こ
と

【
２
】 

事
業
領
域
を
拡
大
ま
た
は
収
益

性
の
高
い
分
野
へ
シ
フ
ト
す
る
こ

と
で
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

こ
と

【
３
】 

環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

技
術
・
設
備
・
生
産
体
制
を
効

果
的
に
構
築
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ら
は
各
事

業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
組
合
員
の
経
営
力
向

上
に
寄
与
で
き
る
事
業
と
し
て
、
①
売

上
拡
大
、
②
生
産
性
向
上
、
③
技
術
力

向
上
、
④
新
技
術
へ
の
対
応
、
⑤
組
織

活
性
化
、
⑥
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
、

⑦
法
令
対
応
の
７
つ
の
切
り
口
に
お
い

て
具
体
的
な
施
策
案
を
提
案
し
て
い

る
。
な
お
、
施
策
案
に
つ
い
て
は
青
年

部
の
要
望
も
反
映
し
た
う
え
で
作
成
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
員
企
業
に
対
し
て
は
、

平
成
23
年
度
の
新
分
野
開
拓
支
援
事
業

の
中
で
報
告
会
と
い
う
形
式
で
、「
業

界
の
現
状
と
動
向
の
把
握
」、「
組
合
員

の
現
状
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）」、「
組
合

チャレンジ組合ちば
〜連携支援の現場から〜

事
業
の
成
果

今
後
の
事
業
展
開
・
展
望

（図 3）アンケート集計（全平均）結果

（図 2）組合員の事業内容
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熱
処
理
業
界
は
、
自
動
車
産
業
や
機

械
産
業
に
お
け
る
部
品
の
高
性
能
・
高

精
度
化
を
支
え
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
も
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
要
求
と
共
に
た
ゆ
ま
ぬ
技
術
力
の

高
度
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
組
合
員
企
業
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
生
産
現
場
を
担
っ
て
き

た
人
材
が
第
一
線
を
退
き
つ
つ
あ
り
、

中
核
的
人
材
と
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
確
保
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
、
組
合
で
は
組
合
員
全
般

に
共
通
す
る
経
営
課
題
と
し
て
人
材
育

成
問
題
を
最
重
点
に
位
置
付
け
、
組
合

が
先
導
役
と
な
り
業
界
を
挙
げ
て
技
術

者
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

　

平
成
20
年
度
か
ら
の
国
の
「
産
学
連

携
人
材
育
成
事
業
」
を
活
用
し
、
組
合

員
企
業
の
中
核
人
材
育
成
の
た
め
の
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
。
平
成
22
年

度
よ
り
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
っ
て
組

合
事
業
と
し
て
技
術
者
育
成
の
た
め
の

教
育
講
座
（
金
属
熱
処
理
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
講
座
）
を
開
講
す
る
な
ど
組
合

主
導
に
よ
る
本
格
的
な
技
術
者
養
成
シ

ス
テ
ム
の
構
築
・
実
現
に
向
け
た
活
動

を
開
始
し
た
。

　

金
属
の
熱
処
理
は
、
我
が
国
の
産
業

技
術
の
優
位
性
を
確
保
し
て
い
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
が
、
業
界
は
中
小
零
細

企
業
で
占
め
ら
れ
、
人
材
の
育
成
確
保

に
も
事
欠
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
組

合
員
企
業
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成
に

は
関
心
が
あ
る
も
の
の
企
業
内
研
修
な

ど
独
自
に
実
施
す
る
程
の
企
業
体
力
も

な
く
、
ま
た
、
当
地
域
に
は
体
系
的
に

金
属
熱
処
理
技
術
を
教
育
す
る
機
関
も

な
い
こ
と
か
ら
、
技
術
者
養
成
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
も
の
の
具
体
的
な
対
処
法

が
打
ち
出
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
。
こ
う
し
た
中
、
今
回
組
合
主
導
に

よ
る
人
材
育
成
事
業
が
実
施
さ
れ
、
新

技
術
の
開
発
、
生
産
性
の
改
善
、
問
題

解
決
能
力
を
も
っ
た
中
核
人
材
を
育
成

す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
手
が
け

た
こ
と
は
、
組
合
員
企
業
を
は
じ
め
熱

処
理
業
界
全

体
の
技
術
力

向
上
に
幾
許

か
の
貢
献
が

出
来
、
組
合

へ
の
求
心
力

が
高
ま
っ
た

と
い
え
る
。

次
代
を
担
う
中
核
人
材
育
成
の
た
め
の
技
術
者
養
成
事
業
を
展
開

中
部
金
属
熱
処
理
協
同
組
合

テ
ー
マ

人
材
確
保
・
人
材
育
成

　
「
産
学
連
携
人
材
育
成
事
業
」
を

活
用
し
中
核
人
材
育
成
の
た
め
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
。
組

合
事
業
と
し
て
技
術
者
育
成
の
た

め
の
教
育
講
座
を
開
講
し
、
組
合

主
導
に
よ
る
技
術
者
養
成
事
業
を

ス
タ
ー
ト
。

全国先進組合事例

背
景
と
目
的

活
動
の
成
果

事
業
・
活
動
の
内
容

中部金属熱処理協同組合
住　所：〒456-0032
	 	愛知県名古屋市熱田区三本松町

17番3号
設　立：昭和46年4月
出資金：3.250千円
電　話：052-872-4022
ＵＲＬ：http://www.chubu.or.jp/
業　種：金属熱処理業
組合員：65人
組合専従者：2人

現場実習風景
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組合 Q ＆ A
　

あ
る
組
合
か
ら
次
の
よ
う
な
質
問
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
明
日
理
事
会
が
あ
る
。
理
事
会
で

は
緊
急
議
案
を
審
議
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
」

　
「
ど
ん
な
議
案
で
す
か
？
」

　
「
議
案
の
内
容
は
と
も
か
く
、
一
般
論

と
し
て
聞
い
て
お
き
た
い
の
だ
」

　
「
も
ち
ろ
ん
で
き
ま
す
よ
。理
事
会
は
、

業
務
執
行
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

意
思
決
定
す
る
の
が
役
目
で
す
か
ら
。

む
し
ろ
緊
急
の
議
案
を
審
議
し
な
い
理

事
会
の
ほ
う
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
理
事
会
の
招
集
に
は
議
案
の
通

知
は
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。
定
款
で

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　

こ
う
答
え
な
が
ら
、
事
業
が
定
型
化

し
て
い
て
、
理
事
会
は
毎
月
定
例
で
、

一
年
を
サ
イ
ク
ル
に
毎
回
決
ま
っ
た
こ

と
を
審
議
し
て
い
る
組
合
な
の
だ
ろ
う

な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

理
事
会
の
審
議
事
項
は
流
動
的
で

あ
っ
て
よ
い
の
で
す
が
、
現
実
に
は
、

定
型
的
な
審
議
事
項
を
理
事
が
集
ま
っ

て
確
認
す
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
理
事
会

の
ほ
う
が
多
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、

緊
急
議
案
が
提
案
さ
れ
る
と
い
う
噂
に

あ
わ
て
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

あ
わ
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

事
会
は
、
総
会
と
違
っ
て
臨
機
応
変
に

意
思
決
定
を
す
る
の
が
役
割
で
す
。
理

事
会
で
は
緊
急
議
案
を
審
議
す
る
の
は

当
然
で
事
前
に
通
知
さ
れ
て
い
る
議
案

を
審
議
す
る
ほ
う
が
例
外
的
と
い
っ
て

も
よ
い
く
ら
い
で
す
。

　

緊
急
の
議
案
は
、
当
然
の
こ
と
で
す

か
ら
理
事
会
で
自
由
に
討
議
し
て
か
ま

い
ま
せ
ん
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
書
面
出
席
者
が
い
る
場
合

で
す
。
緊
急
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
あ

ら
か
じ
め
通
知
し
て
い
な
い
事
項
に
な

り
ま
す
か
ら
、、
書
面
出
席
者
は
、
出
席

理
事
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
書
面
出
席

者
を
除
外
し
て
も
定
足
数
を
満
た
し
て

い
れ
ば
事
前
に
通
知
し
て
い
な
い
議
案

を
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
組
合
の
質
問
に
答
え
た
後
も
な

ん
と
な
く
、
頭
に
引
っ
か
か
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
が
、
あ
ま
り
に

も
当
然
の
こ
と
に
つ
い
て
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
数
日
後
に
わ
か
り
ま

し
た
。
日
刊
紙
の
地
方
版
に
大
き
な
見

出
し
で
「
〇
〇
組
合
、
理
事
長
解
任
」

と
い
う
記
事
が
載
っ
た
の
で
す
。
自
治

体
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
絡
ん
だ
、

組
合
内
の
抗
争
の
中
で
、
理
事
長
が
解

任
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
件
以
来
「
一
般
論
と
し
て
た
ず

ね
る
の
だ
が
…
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ

に
は
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
Ｑ
＆
Ａ

理
事
会
で
緊
急
議
案
を
審
議

中
小
企
業
組
合
理
事
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

「
清
水
透
著
・
２
０
１
０
年
５
月
25
日
（
新
訂
）

第
１
版
第
１
刷
発
行
」
よ
り
転
載
。

⃝�

⃝

◎�

ご
購
入
の
お
申
込
み
等
、
図
書
に
つ
い
て

の
詳
細
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
▽
中
央
会
の
出
版
刊
行
物
）

ポ
イ
ン
ト

★  

理
事
会
に
は
、
緊
急
議
案
と
い
う

考
え
方
は
な
い

★  

書
面
出
席
の
た
め
に
事
前
通
知
す

る
こ
と
は
あ
る

　

こ
れ
ま
で
の
理
事
会
の
議
案
は
、

招
集
通
知
で
事
前
に
知
ら
せ
て
き

た
。
明
日
の
理
事
会
で
、
通
知
し
て

い
な
い
議
案
を
議
決
す
る
が
可
能
か

〜未来へ向かって　連携組織がリードする強い地域づくり〜

千葉県中小企業団体中央会
創立55周年記念大会及び中小企業団体千葉県新春交流会

平成 24 年１月 20 日（金）14：30 〜
会場　ホテルニューオータニ幕張　千葉市美浜区ひび野 2-120-3

◎お問合せは本会総務部まで（℡ 043 − 306 − 3281）
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木
更
津
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合　
組
合
員
企
業

株
式
会
社
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

テ
ー
マ

エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
化

　

本
会
で
は
、「
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進

法
）」
に
基
づ
く
中
小
企
業
者
の
経
営
革
新
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
の
会
員
組
合
の
中
か

ら
、
自
社
の
創
意
と
熱
意
が
込
め
ら
れ
た
「
経
営
革

新
計
画
」
の
策
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
千
葉
県
知
事

か
ら
承
認
さ
れ
た
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
者
が
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
際
に
作
成

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
（
事
業
計
画
）
の
こ
と
で
す
。

計
画
期
間
は
３
年
か
ら
５
年
の
間
で
選
択
い
た
だ
け

ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
千
葉
県
（
経
営
支

援
課
）に
提
出（
申
請
）し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、

計
画
の
実
現
を
後
押
し
す
る
た
め
の
様
々
な
公
的
支

援
策
（
政
府
系
金
融
機
関
の
低
利
融
資
、
信
用
保
証

の
特
例
、
課
税
の
特
例
、
販
路
開
拓
等
）
の
活
用
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
の
成
否
は
、
実
現
性
の
高
い
行

動
計
画
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
か
ど
う
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
力
を
頼
り
に
新
事
業
展
開
を
図
る
よ
り
も
、

公
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に
活
用
し
た
方
が
遥
か
に

効
率
的
と
言
え
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
組
合
で
も
、
会
員
企
業
の
経
営
革
新
を

ぜ
ひ
応
援
し
て
下
さ
い
。「
経
営
革
新
計
画
」
の
策
定

は
本
会
が
無
料
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

当
社
は
平
成
４
年
３
月
２
日
に
創
業
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
及
び
機
材
の
レ
ン
タ
ル
等
を
主
業
務

と
し
て
い
る
。
今
回
、
当
社
が
新
た
な
取
り
組
み
を

企
画
し
た
背
景
だ
が
、
近
年
、
地
球
環
境
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
リ
ユ
ー
ス
、

ま
た
ゴ
ミ
の
減
量
な
ど
を
実
践
す
る
取
組
み
が
広

が
っ
て
お
り
、
弊
社
の
主
事
業
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
業

界
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
環

境
に
配
慮
し
た
地
球
に
優
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
エ
コ
・

イ
ベ
ン
ト
と
命
名
し
、
取
り
組
み
始
め
た
。

１
．
テ
ー
マ

　
「
エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
化
」

２
．
計
画
期
間

　

▽
平
成
20
年
11
月
～
平
成
24
年
２
月
（
４
年
計
画
）

３
．
付
加
価
値
額
の
向
上

　

▽
計
画
時　

１
４
３
，
０
６
１
千
円

　

▽
計
画
終
了
時
の
目
標
伸
び
率
７
６
．
６
％

４
．
内　

容

　

通
常
の
イ
ベ
ン
ト
に
環
境
と
い
う
付
加
価
値
を
加

え
た
イ
ベ
ン
ト
。
具
体
的
に
は
、
ご
み
、
交
通
、
省

資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
啓
発
、
運
営
体
制
の

５
項
目
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
、
関
係
者
、

当
社
が
そ
れ
ぞ
れ
環
境
に
配
慮
し
た
役
割
を
担
う
よ

う
な
枠
組
み
を
提
案
す
る
。

　

エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
の
具
体
的
特
徴
（
他
の
イ
ベ
ン

ト
と
の
相
違
点
）

⑴
看
板
な
ど
の
制
作
物
の
再
利
用
化

　

看
板
や
パ
ネ
ル
の
廃
棄
物
化
を
失
く
す
た
め
、
エ

コ
・
イ
ベ
ン
ト
で
は
看
板
や
パ
ネ
ル
は
廃
棄
せ
ず
、

作
っ
た
看
板
を
保
管
し
、
複
数
年
使
用
し
た
り
、
レ

ン
タ
ル
し
た
り
す
る
な
ど
、
次
年
度
以
降
も
使
用
す

経
営
革
新
計
画
と
は
？

シリーズ「躍進企業」

申
請
の
い
き
さ
つ
は
？

テ
ー
マ
及
び
内
容
は
？

取
り
組
み
は
？
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る
。

⑵
備
品
の
再
利
用
化

　

備
品
の
廃
棄
物
化
を
失
く

す
た
め
、
エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト

で
は
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
す
る

備
品
を
次
年
度
以
降
も
使
用

す
る
。

⑶ 

環
境
配
慮
製
品
の
レ
ン
タ

ル
化

　

一
般
的
に
環
境
配
慮
製
品

は
そ
う
で
な
い
製
品
よ
り
高

コ
ス
ト
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
、
当
社
は
レ
ン
タ
ル

に
よ
り
環
境
配
慮
製
品
を

ロ
ー
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
。

　

当
社
は
エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
実
現
、
ロ
ー
コ
ス
ト
提
案
の

実
現
、
看
板
受
注
や
保
管
料
な
ど
新
た
な
売
上
の
発

生
、
環
境
配
慮
型
レ
ン
タ
ル
商
品
数
の
増
加
と
い
っ

た
効
果
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
た
こ
と
で
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
の
取
得
に
繋
が
っ
た
。
従
業
員
の
意

識
の
向
上
や
新
た
な
知
識
の
習
得
で
あ
っ
た
り
と

色
々
な
分
野
が
活
性
化
さ
れ
た
。

　

今
回
の
エ
コ
・
イ
ベ
ン
ト
と
環
境
配
慮
製
品
の
レ

ン
タ
ル
化
は
、
近
年
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り
に

後
押
し
さ
れ
る
形
で
、
思
っ
た
以
上
に
イ
ベ
ン
ト
主

催
者
や
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
又
、
環
境
配
慮
製
品
の
レ
ン
タ
ル
化
で
は
、

電
動
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
化
が
観
光
地
の
ホ
テ
ル
や

観
光
協
会
の
方
々
に
好
評
を
頂
き
、
非
常
に
高
稼
働

率
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
も

お
客
様
へ
の
差
別
化
や
従
業
員
へ
の
意
識
の
向
上
に

も
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。
今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
環
境
配
慮
製
品
の
レ
ン
タ
ル
化
を
積
極

的
に
進
め
て
行
き
ま
す
。

◎
「
経
営
革
新
」
で
適
者
生
存
を
図
る
！

　

会
社
の
現
状
（
今
の
姿
）
に
対
し
て
、
目
標
と
す

る
姿
、
将
来
こ
う
あ
り
た
い
と
描
く
姿
に
達
す
る
た

め
に
は
、
従
来
の
や
り
方
や
考
え
方
な
ど
を
見
つ
め

直
し
、
新
た
な
視
点
や
観
点
か
ら
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　

一
昔
前
な
ら
ば
、
過
去
の
取
り
組
み
や
実
績
を
参

考
に
、
今
年
、
来
年
を
見
据
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
の
時
代
は
違
い
ま

す
。
将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
～
実
行
～

評
価
～
改
善
・
見
直
し
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に

お
け
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
を
実
直
に
回
し
続

け
る
こ
と
に
よ
る
、
環
境
変
化
へ
の
積
極
的
な
適
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
米
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
セ
ッ
ト
ア
ッ
パ
ー
か
ら
ク

ロ
ー
ザ
ー
と
し
て
大
活
躍
し
た
長
谷
川
滋
利
投
手
は
、

著
書
「
適
者
生
存
」
の
中
で
、「
自
分
は
野
茂
や
イ
チ

ロ
ー
の
よ
う
な
〝
超
一
流
〟
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

そ
れ
で
も
自
分
が
成
功
で
き
た
の
は
、
自
分
に
「
ア

ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
（
環
境
に
適
応
）
す
る
能
力
が
あ
っ

た
か
ら
だ
」
と
自
己
評
価
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
頭

で
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
し
、
実
行
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

強
者
で
は
な
く
適

者
と
し
て
生
存
競

争
を
勝
ち
抜
き
ま

し
た
。

　

経
営
革
新
に
挑

戦
す
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
こ
う
し
た

積
極
的
な
自
己
変

革
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
経
営
革
新
で

新
た
な
活
路
を
見

い
出
し
ま
せ
ん
か
。

◎�

経
営
革
新
計
画
に
係
る
相
談
は
、
本
会
経
営
支
援

部
ま
で
。
☎
０
４
３・
３
０
６・
３
２
８
２

成
果
は
？

社
長
さ
ん
の
一
言

中
央
会
か
ら

▲�電動自転車のレンタル化（千葉県内の観光協会などで好評）

▲�ISO 認証取得をPR（本社社屋）
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■
し
ょ
う
ゆ
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

10
月
１
日
か
ら
、
輸
入
麦
の
政
府
売

渡
価
格
を
平
均
２
％
引
き
上
げ
。
今
月

４
日
に
は
18
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
。　

　

10
月
か
ら
の
５
銘
柄
の
平
均
売
渡
価

格
は
現
在
の
１
ｔ
当
り
５
６
，
７
１
０
円

か
ら
、
５
７
，
７
２
０
円
に
値
上
が
り
。

■
漬
物
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
で
、
農
作

物
の
収
量
に
変
化
が
生
じ
、
収
益
状
況

が
悪
化
し
て
い
る
。

■
豆
腐
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

気
温
が
高
い
日
が
続
い
て
い
て
、
揚
げ

物
の
需
要
が
伸
び
始
め
て
い
る
。

■
め
ん
類
製
造 

【
県
内
全
域
】

　

今
年
度
２
回
目
の
原
料
小
麦
粉
値
上

げ
が
発
表
。
１
回
目
の
大
幅
値
上
げ
の
時

に
改
定
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
も
あ
り
、

今
回
は
上
げ
幅
こ
そ
小
さ
い
も
の
の
、
交

渉
は
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。

■
製
材 

【
県
内
全
域
】

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
増
加
。

■
製
材 

【
木
更
津
】

　

ロ
シ
ア
材
が
関
税
等
で
割
高
で
あ
り
、

関
東
近
隣
か
ら
一
部
国
産
材
を
陸
送
し
て

代
替
し
て
い
る
。
米
材
、
南
洋
材
は
長
距

離
輸
送
な
の
で
、
大
量
に
一
船
当
た
り
、

搬
入
さ
れ
る
。
一
船
あ
た
り
、
割
安
に
な

る
の
で
、
北
海
道
、
千
葉
、
関
西
等
３
か

所
等
相
積
み
で
輸
入
す
る
こ
と
が
多
い
。

■
印
刷　

 

【
県
内
全
域
】

　

顧
客
の
業
容
に
よ
り
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

ま
だ
ら
模
様
。
６
月
の
イ
ン
キ
か
ら
始

ま
っ
た
資
材
等
の
値
上
げ
で
す
が
、
10
月

か
ら
の
用
紙
の
値
上
げ
が
需
要
の
減
少
？

に
よ
り
足
踏
み
状
態
。

■
電
気
鍍
金 

【
千
葉
】

　

10
月
に
入
り
、
幾
分
受
注
量
等
が
増

加
し
た
と
思
っ
た
ら
、
月
の
中
頃
よ
り
急

速
に
下
落
し
て
き
た
。
全
体
的
に
は
昨

年
同
期
比
で
86
％
。
今
後
年
末
を
控
え

て
受
注
等
が
ど
う
な
る
か
と
懸
念
。

■
鉄
工
業 

【
千
葉
】

　

当
組
合
が
年
２
回
、
独
自
に
実
施
し

て
い
る
事
業
所
動
向
調
査
に
よ
れ
ば
、
足

元
の
景
気
動
向
は
弱
含
み
の
推
移
に
転

じ
る
結
果
と
な
っ
た
。
調
査
結
果
の
特
徴

と
し
て
30
％
を
超
え
る
企
業
が
「
円
高
に

よ
る
マ
イ
ナ
ス
影
響
あ
り
」と
し
て
お
り
、

景
況
悪
化
の
最
大
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
野
田
】

　

円
高
が
続
き
、
海
外
生
産
へ
の
移
行
を

模
索
し
て
い
る
状
況
、
空
洞
化
不
況
の
兆

し
。
円
高
、
株
安
状
況
で
受
注
減
、
海

外
シ
フ
ト
へ
の
研
究
・
視
察
・
見
学
会
等

が
増
え
て
い
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
流
山
】

　

半
期
の
在
庫
調
整
に
よ
り
受
注
に
影

景　況

情報連絡員報告を中心とした

県内の中小企業動向
平成23年10月期� �情報連絡員50名  回答数50名

製造業では、売上高において「増加した」業種は９から３に減少。「減少した」業種は１から５に増加。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は１０のまま変化なし。「減少した」業種は１２から１１に減少。
業界の景況では、「好転した」業種は２のまま変化なし。「悪化した」業種は１５から１３に減少。

製造業では、売上高において「増加した」業種は８から６に減少。「減少した」業種は７のまま変化なし。
非製造業では、売上高において「増加した」業種は８から６に減少。「減少した」業種は１６のまま変化なし。
業界の景況では、「好転した」業種は２から３に増加。「悪化した」業種は２４から２０に減少。

製
造
業
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響
が
出
て
い
る
。
円
高
に
つ
い
て
政
府
の

早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

■
機
械
部
品
製
造 

【
柏
】

　

外
部
要
因
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
景
況
の

中
、
タ
イ
の
大
洪
水
に
よ
る
日
本
企
業
操

業
廃
止
の
影
響
が
マ
イ
ン
ド
の
減
退
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

全
体
的
に
、
上
記
の
要
因
に
よ
り
、
中

間
期
よ
り
通
期
マ
イ
ナ
ス
決
算
と
な
る
大

手
に
伴
い
、
中
小
企
業
の
環
境
は
更
に
厳

し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

□
総
合
卸
売 

【
千
葉
県
・
東
京
都
】

　
【
文
具
卸
】
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
フ
ァ
ン

シ
ー
グ
ッ
ズ
の
出
荷
が
始
ま
る
。

　
【
家
電
卸
】
暖
房
用
品
の
出
荷
が
例
年

に
比
べ
て
早
く
、
９
月
後
半
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。
エ
コ
家
電
の
扱
い
増
加
。

　
【
酒
類
卸
】
夏
場
を
過
ぎ
て
ビ
ー
ル
飲

料
の
出
荷
減
少
。
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

は
前
年
比
増
加
傾
向
。

　
【
米
穀
卸
】
23
年
米
出
揃
う
が
、
放
射

線
影
響
で
千
葉
県
産
米
の
入
荷
少
な
い
。

ま
た
東
北
産
米
敬
遠
さ
れ
が
ち
。

□
食
肉
卸
売 

【
千
葉
市
他
】

　

依
然
と
し
て
関
東
地
域
で
生
産
さ
れ

た
牛
肉
・
豚
肉
の
価
格
が
低
迷
。

□
建
築
材
料
卸
売 

【
県
内
全
域
】

　

回
復
感
は
無
い
が
悪
く
も
無
い
状
況
。

つ
か
の
間
の
小
康
状
態
。
典
型
的
内
需
産

業
の
た
め
円
高
は
製
造
コ
ス
ト
で
は
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
が
肝
心
の
需
要
が

先
行
き
懸
念
。

□
自
動
車
解
体
業 

【
県
内
全
域
】

　

新
車
製
造
の
回
復
に
よ
り
、
市
場
に

出
回
る
解
体
車
も
少
し
上
向
き
。
円
高

に
よ
る
中
古
部
品
輸
出
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
価

格
下
落
あ
り
。
ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
、
上

向
き
に
な
っ
て
い
な
い
。

□
乾
物
卸
売 

【
県
内
全
域
】

　

生
産
状
況
は
、
種
付
け
が
終
わ
り
、

育
苗
後
冷
凍
庫
へ
の
入
庫
作
業
が
始
ま

り
、
海
況
の
好
転
待
ち
。
放
射
能
問
題

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
業
界
と
し
て
の
指

針
を
策
定
し
、
各
関
係
者
と
連
携
し
万

全
を
期
す
よ
う
進
め
て
い
く
。

□
小
売 

【
柏
】

　

寒
さ
に
向
か
い
、
コ
ー
ト
等
の
高
額
商

品
の
売
上
を
期
待
し
た
い
が
、
動
き
は
鈍

い
。

□
電
気
機
器
小
売 

【
県
内
全
域
】

　

大
変
な
状
況
。
売
上
が
半
分
以
下
に
、

悲
鳴
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

メ
ー
カ
ー
も
軒
並
み
悪
い
模
様
。

□
青
果
小
売 

【
千
葉
市
】

　

相
場
が
下
が
り
、
売
り
や
す
い
状
況

と
な
っ
た
が
、
利
益
増
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
為
、
前
月
・
前
年
を
共
に
割
り

込
み
、
在
庫
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。

□
中
古
車
仕
入
・
販
売 

【
県
内
全
域
】

　

欧
州
経
済
危
機
に
よ
る
円
高
基
調
と

景
気
減
速
感
、
新
車
供
給
増
加
に
よ
る

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
り
、
成
約
率

の
低
下
傾
向
と
そ
れ
に
伴
う
出
品
増
で

推
移
。
年
末
に
向
け
、
輸
出
の
停
滞
や

売
り
先
行
基
調
に
要
注
意
。

□
小
売 

【
東
金
】

　

秋
物
需
要
が
弱
か
っ
た
。
後
半
、
や
っ

と
従
来
の
秋
の
気
候
に
な
り
、
少
し
ず
つ

購
買
行
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の

中
で
も
、
食
品
関
係
は
健
闘
し
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
品
は
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

□
小
売 

【
野
田
】

　

気
温
が
下
が
り
、
秋
物
衣
料
の
売
上

が
伸
び
た
が
、
前
年
実
績
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
明
る
い
材
料
が
見
込
め
ず
、
引

き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く
模
様
。

□
印
鑑
小
売  

【
県
内
全
域
】

　

11
月
１
日
よ
り
、
年
賀
状
が
発
売
さ

れ
、
い
よ
い
よ
年
末
商
戦
だ
が
、
年
賀
状

印
刷
が
大
幅
に
減
少
。

□
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス 

【
銚
子
】

　

震
災
後
、
１
ヶ
月
ほ
ど
は
震
災
関
連

商
品
（
ス
コ
ッ
プ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
）

が
動
い
た
が
、
そ
の
後
は
少
し
ず
つ
悪
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

□
建
設
揚
重 

 【
県
内
全
域
】

　

建
設
関
係
の
需
要
が
増
え
、
前
月
よ

り
稼
働
率
は
上
昇
傾
向
で
あ
る
。

□
害
虫
防
除 

【
県
内
全
域
】

　

今
年
度
、
害
虫
駆
除
及
び
相
談
件
数

が
減
少
し
た
。

□
一
般
廃
棄
物
処
理 

【
千
葉
】

　

前
月
比
並
び
に
前
年
同
月
比
と
と
も

に
、
若
干
で
す
が
良
い
状
況
。

□
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス 

【
県
内
全
域
】

　

震
災
関
係
予
算
の
影
響
が
見
通
せ
ず
、

前
月
と
特
に
変
化
は
な
い
。

□
建
設
業 

【
県
内
全
域
】

　

当
連
合
会
加
入
組
合
員
の
受
注
額
は
、

前
月
比
３
，
４
２
４
百
万
の
減
少
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
例
年
の
流
れ
と
同
じ
で
あ

り
、
前
年
同
月
比
で
は
、
同
額
と
な
っ
て

い
る
。
９
月
に
受
注
し
た
工
事
の
効
果
が

出
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
期
待
し
て

い
る
。

□
貨
物
運
送
業 

【
野
田
市
】

　

秋
の
農
作
物
の
代
表
で
あ
る
米
の
運

搬
が
昨
年
に
比
べ
非
常
に
多
か
っ
た
。
量

的
な
増
加
と
い
う
よ
り
、
県
内
か
ら
他

県
へ
の
輸
送
が
増
加
し
た
の
が
要
因
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、総
物
流
量
を
考
え
る
と
、

減
少
し
て
い
る
感
触
が
あ
る
た
め
、
楽
観

視
で
き
な
い
。

□
輸
出
入
業 

【
県
下
全
域
】

　

震
災
原
発
事
故
後
、
対
前
年
比
は
減

少
維
持
、
回
復
基
調
（
約
90
％
）
に
あ

る
が
見
通
し
が
立
た
な
い
。

非
製
造
業
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平成23年度「千葉ものづくり認定製品」の公募について
千葉県中央会会員組合の組合員の皆さまへ

　県では、中小企業が中小企業が開発・製造する優れた製品や独創的な製品を「千葉ものづくり認定製品」
として認定し、広く情報発信するとともに、製品の販路開拓を支援しております。この度、平成23年度第
２回目の「千葉ものづくり認定製品」の公募を行いますので、以下の要領及び応募案内を確認の上、ご応
募ください。

◆ 応募受付期間：平成23年10月28日（金）〜平成23年12月15日（木）
応募資格及び対象製品
①応募資格
県内に本社又は事業所を有する中小企業であって、製
造業・情報通信業に該当する方

①対象製品
県内で開発又は生産された工業製品であって、次のす
べてに該当する製品。ただし、食料品、飲料、医薬品
等は対象外とします。
　1．�最終製品（原料、資材、中間組立品、加工技術、サー

ビス等を除く）ただし、部品及びソフトウェアに
ついては、

　　　（※）注 1、2の条件により対象とします。
　2．自社製品（輸入品や生産委託品を除く）
　3．新製品（製品化後、概ね 3年以内であること）

※�注1�ソフトウェアの取り扱いについては以下のとおりです。
1. 対象とするソフトウェア
　ものづくりに直結するものと認められるもの
　（例）�バイオ分野等の分析ソフト、CAD／ CAM、画像解析

ソフト等
2. 対象外とするソフトウェア
　�ゲーム、ワープロ、給与・会計、Web ブラウザ、画像編集、
顧客・在庫管理、情報通信（携帯電話等）、ビル管理、ナビ
ゲーション等のソフトウェア

※�注 2�部品については次の全ての要件に該当するものに限り
ます。

1.�特定会社の受託製品（OEM生産）又は受注製品でないもの
2. 国内又は国外市場へ流通するもの
3.�国内又は海外特許の取得又は申請等客観的な技術特性が認
められるもの

資格・要件等に関する詳細については、県の担当窓口にお問い合わせください。

認定基準
主として以下の視点から評価を行い、一定の基準を満たす製品を認定します。
①新規性・優位性
　・独自の技術やノウハウに基づいて開発、生産された製品であるか
　・従来製品と比較して、機能や特性等の面で高い優位性があるか
　・特許を保有するなど高い新規性が認められるか
②市場性
　・市場や顧客ニーズに十分対応した製品であるか
　・対象となる市場の成長性・将来性は高いか
　・市場において、性能・価格等の面で競合優位性はあるか
③信頼性
　・製品の生産管理、品質保証体制は十分か
　・製品の安全性や環境負荷低減への配慮がなされているか
　・経営基盤が確立されており、経営状態は良好であるか
応募方法
主として以下の視点から評価を行い、一定の基準を満たす製品を認定します。
　1．認定申請書（様式第 1号）
　2．申請調書（様式第 1号別紙）
　3．誓約書（様式第 2号）
　4．定款

5．登記事項証明書（履歴事項全部証明書）
6．直近の確定申告書（決算書、付属明細書を含む）
7．参考資料（会社案内、製品パンフレット、特許関係資料等）
※申請書様式は、県HPよりダウンロードが可能ですのでご利用ください。

申込及び問い合わせ先
千葉県 商工労働部 産業振興課 産業技術室
　〒 260-8667　千葉県千葉市中央区市場町 1-1
　電話：043-223-2718　ファックス：043-222-4555
◎詳しくは千葉県ＨＰをご覧下さい（http://www.pref.chiba.lg.jp/sanshin/boshuu/2011/h23-2koubo.html）
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各種助成金の申請先が変わりました！
（独）雇用・能力開発機構の廃止に伴い

（独）雇用・能力開発機構の廃止に伴い、これまで機構の千葉センターで取
り扱っていた以下の助成金の相談・申請窓口が、平成23年10月1日から、
千葉労働局に変更となりました。

※中小企業労働力確保法に基づく「改善計画」は、平成23年10月1日以降も引き続き、千葉県の担当窓口に提
出してください。助成金の実施計画認定申請・支給申請等の提出先が、平成23年10月1日から千葉労働局に変
更となりました。
　  (注)（１）−③、（１）−④及び（３）−③、（３）−④はすでに廃止された助成金で、経過措置分となります。

■ 平成23年10月1日からの相談・申請先

千葉県労働局職業安定部職業対策課事業所給付係
〒 260-8612　千葉市中央区中央 4-11-1　千葉第 2地方合同庁舎 4階
TEL：043−221−4393　�FAX：043−202−5141　

労働保険料等が口座振替により納付いただけるようになりました。
　労働保険料及び一般拠出金は、現在、金融機関や労働局等の窓口で納付いただいておりますが、納付いた
だく方々の利便性を高めるため、口座振替により納付いただけるようになりました。

◇　金融機関等の窓口に納付の都度出向くことなく、労働保険料等の納付が出来ます。
◇　口座振替の手続きを一度行えば、翌年度 ( 納期 ) 以降も継続して口座振替により納付することができます。
◇　手数料はかかりません。
◇　 納付期限を気にすることなく、自動的に労働保険料等の納付が行えます。（ただし、残高不足により振替

不能となることのないようにご注意ください。）

口座振替をご利用いただくためには、口座番号等を記した申込用紙を、口座を開設している金融機関の窓口
にご提出いただく必要があります。
　注）口座振替の開始を希望される納期により申込用紙の提出期限があります。
　　　一部の金融機関においては取扱っておりません。

　詳細については、厚生労働省労働基準局労災補償部労働保険徴収課ＨＰをご参照いただくか、千葉労働局
総務部労働保険徴収課（☎：043-221-4317）にお尋ねください。

対象となる助成金
（１）中小企業労働力確保関係助成金 （３）キャリア形成促進助成金
　　①中小企業人材確保推進事業補助金（※） 　　①訓練等支援給付金
　　②中小企業基盤人材確保助成金（※） 　　②中小企業雇用創出等能力開発助成金
　　③中小企業人材能力発揮奨励金（※） 　　③職業能力評価推進給付金
　　④中小企業職業相談委託助成金（※） 　　④地域雇用開発能力開発助成金

（２）建設労働者雇用改善法関係助成金
　　①建設雇用改善推進助成金
　　②建設教育訓練助成金
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全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
愛
知
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
11
月
17
日
（
木
）、

名
古
屋
国
際
会
議
場「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
」

に
て
第
63
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
を
開

催
し
た
。

　

今
大
会
は
、「
立
ち
上
が
ろ
う
！
中
小
企
業 

組
合
の
絆
を
活
か
し
て
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
全
国
か
ら
中
小
企
業
団
体
の
代
表
約

３
千
名
が
参
集
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
加
速
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、

円
高
・
空
洞
化
対
策
と
国
内
立
地
企
業
へ
の

支
援
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
中
小
企
業

が
直
面
す
る
11
項
目
の
諸
課
題
解
決
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
決
議
し
た
。

【
決
議
事
項
】

Ⅰ
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

加
速
化

１
．
津
波・地
震
被
害
対
策
、
被
災
中
小
企
業・

組
合
の
復
旧
支
援
の
拡
充

①
「
中
小
企
業
組
合
等
共
同
施
設
等
災
害
復

旧
補
助
金
（
組
合
施
設
等
補
助
、
グ
ル
ー
プ

補
助
）」
の
柔
軟
な
財
務
支
援
の
実
施 

②
組

合
等
連
携
組
織
に
対
す
る
支
援
の
強
化
等 

③

も
の
づ
く
り
団
地
組
合
等
の
設
立
に
向
け
た

支
援
体
制
の
整
備 

④
資
金
繰
り
対
策
の
拡
充

及
び
二
重
債
務
負
担
の
軽
減 

⑤
被
災
離
職
者

の
就
職
支
援
と
被
災
地
中
小
企
業
の
人
材
確

保 

⑥
官
公
需
適
格
組
合
等
地
元
中
小
企
業
へ

の
優
先
発
注
等 

⑦
被
災
地
支
援
を
行
う
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
予
算
の
拡
大

第
63
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
開
催

２
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
早
期
収
束

①
原
発
事
故
の
早
期
収
束 

②
除
染
対
策
の
徹

底 

③
買
い
控
え
、
風
評
被
害
の
拡
大
防
止 

④

原
子
力
損
害
賠
償
の
早
期
支
払
い
の
実
施

Ⅱ
．
円
高
・
空
洞
化
対
策
と
国
内
立
地
企
業

へ
の
支
援
の
強
化

１
．
円
高
・
産
業
空
洞
化
対
策
の
迅
速
な
実
施

①
国
内
生
産
拠
点
向
け
設
備
投
資
へ
の
支
援 

②
円
高
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
へ
の
支

援 

③
電
力
の
安
定
供
給
と
適
正
価
格
の
確
保 

④
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
へ
の
支
援 

⑤
Ｉ
Ｔ

化
支
援 

⑥
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
機
器
導
入
等
の

支
援 
⑦
経
済
連
携
の
推
進 

⑧
円
高
の
是
正

２
．
組
合
等
連
携
組
織
対
策
の
強
化
、
中
央

会
へ
の
支
援
の
強
化

①
異
分
野
の
組
合
同
士
に
よ
る
新
た
な
取
組

み
へ
の
支
援
の
強
化 
②
海
外
の
市
場
・
販
路

開
拓
に
対
す
る
支
援
の
強
化 

③
も
の
づ
く
り

中
小
企
業
の
人
材
育
成
・
確
保
対
策
に
対
す

る
支
援 

④
農
商
工
連
携
等
に
関
す
る
人
材
育

成
に
対
す
る
支
援 

⑤
企
業
組
合
に
よ
る
創
業

の
支
援 

⑥
地
域
中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
・

定
着
に
対
す
る
支
援 

⑦
中
小
企
業
連
携
組
織

対
策
予
算
の
拡
充

３
．
公
正
な
競
争
環
境
の
整
備
、
官
公
需
対

策
の
強
化

①
優
越
的
地
位
の
濫
用
・
不
当
廉
売
等
へ
の

対
処 

②
差
別
対
価
に
関
す
る
運
用
指
針
の
作

成 

③
公
正
な
競
争
を
確
保
す
る
業
種
別
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成 

④
下
請
取
引
の
適
正
化
及

び
相
談
体
制
の
強
化 

⑤
中
小
企
業
向
け
契
約

金
額
の
大
幅
増
額 

⑥
官
公
需
適
格
組
合
の
受

⑦
若
年
者
・
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
等
の
就
業
支

援 

⑧
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
推
進 

⑨

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
適
正
な
見
直
し

８
．
商
店
街
等
及
び
中
小
小
売
商
業
の
活
性

化
支
援
の
拡
充

①
商
店
街
・
共
同
店
舗
等
に
対
す
る
支
援
の

拡
充 

②
大
型
店
等
に
対
す
る
適
正
な
規
制
・

指
導
の
強
化

９
．
中
小
流
通
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
対
策

の
強
化

①
中
小
流
通
業
対
策
の
強
化 

②
中
小
サ
ー
ビ

ス
業
対
策
の
強
化

　

な
お
、
大
会
の
席
上
、
千
葉
県
か
ら
は
次

の
者
が
表
彰
さ
れ
た
。

【
優
良
組
合
】
▽
千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

（
協
）（
理
事
長
＝
花
澤
長
文
）

【
組
合
功
労
者
】
▽
三
好
迪
夫
（
柏
駅
前
第
一

商
業
（
協
）
理
事
長
）

注
機
会
の
増
大 

⑦
公
共
調
達
に
お
け
る
公
正

な
競
争
の
確
保

４
．
万
全
な
資
金
繰
り
対
策
の
継
続
及
び
中

小
企
業
金
融
機
能
の
拡
充

①
資
金
繰
り
対
策
の
継
続 

②
中
小
企
業
金
融

機
能
の
拡
大

５
．
国
内
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
税
制
の
拡
充

①
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
伴
う
消
費

税 

②
中
小
法
人
・
中
小
企
業
組
合
の
軽
減
税

率 

③
軽
油
引
取
税
の
免
税
措
置 

④
個
人
事

業
者
の
所
得
税
軽
減 

⑤
立
地
競
争
力
強
化
を

図
る
税
制 

⑥
欠
損
金
の
繰
戻
還
付
及
び
繰
越

控
除 

⑦
海
外
展
開
を
支
援
す
る
税
制 

⑧
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
進
す
る
税
制 

⑨
印
紙
税
の
廃
止 

⑩
事
業
承
継
に
か
か
る
資

産
課
税
の
見
直
し
等 

⑪
利
子
税
、
延
滞
税
に

係
る
負
担
軽
減 

⑫
団
地
組
合
の
団
地
内
不
動

産
の
一
時
取
得
に
係
る
登
録
免
許
税
等
の
減

免
措
置 

⑬
風
評
被
害
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

等
の
固
定
資
産
税
の
減
免 

⑭
寄
附
金
制
度
の

拡
充 

⑮
租
税
特
別
措
置
の
拡
充
・
延
長
・
恒

久
化

６
．
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し

①
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し 

②
適
格
退
職
年

金
の
非
課
税
移
換
の
実
現

７
．
中
小
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
た
労
働
・

教
育
対
策
の
推
進

①
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
労
働
関
係
法
令
の

見
直
し 

②
中
小
企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
最

低
賃
金
の
設
定 
③
雇
用
保
険
制
度
の
機
能
強

化 

④
国
に
よ
る
職
業
訓
練
機
能
の
充
実
・
強

化 

⑤
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進 

⑥
中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
推
進 
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インフォメーション

千葉県中小企業団体中央会事務所移転のご案内

　拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、このたび当会事務所を下記に移転し、来る12月12日（月）より新事務所において業務を開
始することにいたしました。
　これを機に職員一同、一層職務に精励いたす所存でございますので、今後ともなお一層のご指導、
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　まずは略式ながらご案内かたがたご挨拶申し上げます。

敬　具　

平成 23 年 12 月吉日
千葉県中小企業団体中央会
会　長　坂　戸　　誠　一

　　　　　　　　　　　　　 記

移転先住所　〒 260-0015　　
　　　　　　千葉県千葉市中央区富士見 2 丁目 22 番 2 号
　　　　　　千葉中央駅前ビル 3 階

　

【交通のご案内】
・JR 千葉駅より徒歩 8 分
・京成千葉中央駅より徒歩 1 分
・モノレール葭川公園駅より徒歩 3 分

【電話番号】
　設立相談室
　　　０４３−３０６−３２８５
　商業連携支援部
　　　０４３−３０６−３２８４
　工業連携支援部　
　　　０４３−３０６−２４２７
　経営支援部
　　　０４３−３０６−３２８２
　総務部　
　　　０４３−３０６−３２８１
【FAX番号】
　　　０４３−２２７−０５６６




